
 
 
 
 

平成２２年度 中国地方整備局総合評価審査委員会第一部会 

 

（第５３回）広島県東部ブロック総合評価審査部会 

 

 

 

     【 日  時 】平成２３年３月２４日（木）１０：００～１２：００ 

 

     【 場  所 】福山河川国道事務所 別館２階 第１会議室 

 

     【 参加者 】（委員） 
             委員長 ： 井上 矩之 福山大学経済学部国際経済学科教授 

委 員 ： 藤井 堅  広島大学大学院工学研究科教授 
（発注事務所） 
  福山河川国道事務所，八田原ダム管理所 
（事務局） 
  福山河川国道事務所 

 

 

 

 

         議 事 次 第 

 

 

 

     １．審査対象工事について 

 

     ２．審査対象業務について 

 

 



　　《　第５３回　》　審査対象工事件数（全体）
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(

公
告
前

)

(

入
札
前

)

(

入
札
後

)

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

施
工
体
制
確
認
型

地
元
企
業
活
用
促
進
型

性
能
機
能
向
上

コ
ス
ト
縮
減

社
会
適
応
性
に
関
す
る
技
術
的
所

見 工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
関
す
る
技
術
的
所
見

（
発
注
者

指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

（
受
注
者
抽
出

） 内容
加
算
点

内容
加
算
点

内容
加
算
点

当
該
工
種
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
G
C
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
技
術
者
表
彰

継
続
教
育
学
習

（
C
P
D

）
の
取
り

組
み

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

舗
装
施
工
管
理
技
術
者

有
用
な
新
技
術
の
活
用

地
域
内
に
お
け
る
本
支
店
営
業
所

の
有
無

近
隣
地
域
施
工
実
績

災
害
活
動
実
績

河
川
・
維
持
工
事
実
績

地
元
の
新
卒
者
の
雇
用

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動
の
実
績

社
会
保
障
制
度
へ
の
加
入

身
体
障
害
者
の
雇
用
の
有
無

高
齢
者
の
雇
用
の
有
無

（
　
合
計
　

）

1 －

福
山
河
川
国
道

道
路

調
査
設
計
第
一
課

（
電
気

）

第
５
２
回
部
会

（
持
ち
回
り

）

第
５
３
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
５
４
回
部
会

三原バイパス第
１・２トンネル外照
明設備工事

電
気
設
備
工
事

Ｂ

○三原第１トンネル
　・トンネル照明器具　　　　２２６台
　・坑外照明設備　　　　　　　　２基
○三原第２トンネル
　・トンネル照明器具　　　  １８４台
　・坑外照明設備　　　　　　　　２基
○糸崎町ランプ照明設備
　・道路照明設備　　　　　　　　 ６基
○糸崎町交差点照明設備
　・道路照明設備　　　　　　　　 ６基
○配線・配管工　　　　　   　 　１式
○調整工　　　　　　　　　  　 　１式

トンネル内の基準
照度を出すめたに
は、照明器具を正
確に設置すること
が重要である。

2
月
25
日

4
月
1
日

4
月
19
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ － 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －
トンネル照明器
具取付に対する
技術的所見

10.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 － － 4.0 2.0 1.0 － － － － － 1.0 1.0 1.0 － 1.0 － 1.0 － －

34.0 0.0 64.0

2 －

福
山
河
川
国
道

道
路

調
査
設
計
第
一
課

（
電
気

）

第
５
２
回
部
会

（
持
ち
回
り

）

第
５
３
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
５
４
回
部
会

三原バイパス第
３・４トンネル外照
明設備工事

電
気
設
備
工
事

Ｂ

○三原第３トンネル
　・トンネル照明器具　　　　１８０台
　・坑外照明設備　　　　　　　　２基
○三原第4トンネル
　・トンネル照明器具　　　  　８７台
　・坑外照明設備　　　　　　　　２基
○道の駅駐車場、是国・時広ランプ、
是国交差点照明設備
　・道路照明設備　　　　　　　３６基
○配線・配管工　　　　　   　 　１式
○調整工　　　　　　　　　  　 　１式

トンネル内の基準
照度を出すめたに
は、照明器具を正
確に設置すること
が重要である。

2
月
25
日

4
月
1
日

4
月
20
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ － 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －
トンネル照明器
具取付に対する
技術的所見

10.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 － － 4.0 2.0 1.0 － － － － － 1.0 1.0 1.0 － 1.0 － 1.0 － －

34.0 0.0 64.0

3 －

福
山
河
川
国
道

道
路

工
務
課

第
５
２
回
部
会

（
持
ち
回
り

）

第
５
３
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
５
４
回
部
会

三原バイパス外整
備工事

維
持
修
繕

－

【三原バイパス】
　○除草　　　　　　　約３０，０００m2
　○側溝清掃　　　　約　２，０００m
　○ブロック積擁壁  約　  　１００m2
　○ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装　　約　１，５００m2
　○排水構造物　　　約  　　６００ｍ
　○防護柵工　　　 　一式
　○区画線工　　　   一式
【木原道路】
　○除草　　　　　　　約　５，０００m2
　○排水構造物　　 約  　　１００ｍ

現道周辺での除
草作業時において
は、一般交通への
安全上の配慮が
重要である。

2
月
28
日

4
月
1
日

4
月
19
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ － 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －

除草作業時にお
ける一般交通へ
の配慮に対する
技術的所見

10.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 － － 4.0 2.0 1.0 － － － － － 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 － － － －

34.0 0.0 64.0

4 －

福
山
河
川
国
道

道
路

工
務
課

第
５
２
回
部
会

（
持
ち
回
り

）

第
５
３
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
５
４
回
部
会

福山地区整備工
事

維
持
修
繕

－

【福山道路】
　○除草　　　　　　約１３，０００m2
　○側溝清掃　　　約　　　１００m
　○防草対策　　　 約１３，０００m2
　○立入防止柵　 約  　　２００ｍ
【松永道路】
　○除草　　　　　　約　５，０００m2
　○側溝清掃　　　約　　　５００ｍ
　○排水構造物　約  　　　５０ｍ

現道周辺での除
草作業時において
は、一般交通への
安全上の配慮が
重要である。

2
月
28
日

4
月
1
日

4
月
20
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ － 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －

除草作業時にお
ける一般交通へ
の配慮に対する
技術的所見

10.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 － － 4.0 2.0 1.0 － － － － － 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 － － － －

34.0 0.0 64.0

5

１）
～
６）

②加算点

1

１）技術提案
４）

施工
管理
体制

３）配置予定技術者の能力
５）
企業
の技
術力

６）地域精通度・貢献度

簡易型標準型
　
　
備
　
　
考

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

2 3

（
①
施
工
体
制
評
価
点
＋
②
加
算
点
－
③
減
点

）

【
　
合
計
　

】

（
　
合
計
　

）

２）企業の施工実績
技術提案内容

③
減
点

ラ
ン
ク

①施工体制
評価点

参
加
資
格
通
知
日

工事概要 工事の特性
公
告
日

開
札
日

契
約
方
式

《　第５３回部会　》　　　【　入札前　（簡易型）従来方式　】　　　技術提案の審査対象工事一覧表

No.

抽
出
工
事

事
務
所
名

事
業
種
別

担
当
部
署

審
査
対
象
工
事

工事名

工
事
種
別

不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
等
は

、

１

）
～
７

）
の

「
文
書
，
か
し
修
補
：
-
1
0
%
又

は

、
口
頭
：
-
5
%

」
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方
式

総
合
評
価
方
式

施
工
体
制
確
認
型

地
元
企
業
活
用
促
進
型

性
能
機
能
向
上

コ
ス
ト
縮
減

社
会
適
応
性
に
関
す
る
技
術
的
所

見 工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
関
す
る
技
術
的
所
見

（
発
注
者

指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

（
受
注
者
抽
出

） 内容
加
算
点

内容
加
算
点

内容
加
算
点

当
該
工
種
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
G
C
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
技
術
者
表
彰

継
続
教
育
学
習

（
C
P
D

）
の
取
り

組
み

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

舗
装
施
工
管
理
技
術
者

有
用
な
新
技
術
の
活
用

地
域
内
に
お
け
る
本
支
店
営
業
所

の
有
無

近
隣
地
域
施
工
実
績

災
害
活
動
実
績

河
川
・
維
持
工
事
実
績

地
元
の
新
卒
者
の
雇
用

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動
の
実
績

社
会
保
障
制
度
へ
の
加
入

身
体
障
害
者
の
雇
用
の
有
無

高
齢
者
の
雇
用
の
有
無

（
　
合
計
　

）

1

第
５
１
回
部
会

福
山
河
川
国
道

道
路

道
路
管
理
第
二
課

第
５
１
回
部
会

第
５
２
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
５
３
回
部
会

国道２号城町地区
電線共同溝工事

Ａ
ｓ
舗
装

Ａ

（工事延長）
Ｌ＝２９４ｍ
・電線共同溝工
Ｌ＝約１６０ｍ
・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ函渠
Ｌ＝約２０ｍ
・舗装復旧工　一式
（ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装）
・構造物撤去工　一式
・仮設工　一式

市街地での工事
であり、通行する
車両や歩行者へ
の配慮が必要で
あり、安全性の向
上を図るため、通
行帯、路面状況管
理が必要である。

1
月
24
日

2
月
16
日

3
月
2
日

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

○ － 15.0 15.0

30.0

－ － ○ － － － －

電線共同溝工
事における一般
交通（通行する
車両及び歩行
者）の通行確保
に関する施工計
画

25.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 － － － 4.0 2.0 1.0 － － － 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 － － － －

50.0 0.0 80.0

2 －

福
山
河
川
国
道

道
路

道
路
管
理
第
二
課

第
５
１
回
部
会

第
５
２
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
５
３
回
部
会

福山保守工事

維
持
修
繕

－

・舗装維持　一式
・除草　一式
・清掃　一式
・構造物補修
一式
・応急処理　一式
・道路巡回　一式

道路の円滑な管理を実
施するため、異常気象
に伴う災害発生時や交
通事故などの突発的に
事象が発生した場合に
おける初動体制（連絡
体制、作業拠点・作業
班の確保、緊急用資機
材保有状況）の確立が
重要である。

1
月
28
日

2
月
21
日

3
月
9
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ － 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －

突発事象発生
時における初動
体制に対する技
術的所見

10.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 － － 4.0 2.0 1.0 － － － － － 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 － － － －

34.0 0.0 64.0

3 －

福
山
河
川
国
道

道
路

道
路
管
理
第
二
課

第
５
１
回
部
会

第
５
２
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
５
３
回
部
会

三原維持工事

維
持
修
繕

－

・舗装維持　一式
・除草　一式
・清掃　一式
・構造物補修
一式
・応急処理　一式

道路の円滑な管理を実
施するため、異常気象
に伴う災害発生時や交
通事故などの突発的に
事象が発生した場合に
おける初動体制（連絡
体制、作業拠点・作業
班の確保、緊急用資機
材保有状況）の確立が
重要である。

1
月
28
日

2
月
21
日

3
月
8
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ － 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －

突発事象発生
時における初動
体制に対する技
術的所見

10.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 － － 4.0 2.0 1.0 － － － － － 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 － － － －

34.0 0.0 64.0

4 －

福
山
河
川
国
道

河
川

河
川
管
理
課

第
５
１
回
部
会

第
５
２
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
５
３
回
部
会

芦田川下流維持
工事

維
持
修
繕

－

（工事区間延長）
芦田川　Ｌ＝９．５km
・除草工　１式
・清掃工　１式
・水面清掃工　1式
・植栽維持工　1式
・災対機械実運転点検
工　1式
・緊急時対応工　1式
・雑工事　1式

芦田川４．４ｋより下流部は
高潮区間であり、洪水に対
してだけでなく、高潮に関し
ても常に警戒しておく必要
がある。気象条件も台風の
経路によるところが大きく、
洪水とは異なり、施設等の
状況把握における留意点も
洪水とは異なる。よって、高
潮の特性を充分熟知したう
えで適切な河道内・施設状
況の把握が必要となるた
め。

2
月
3
日

2
月
24
日

3
月
10
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ － 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －

緊急時（高潮）
の体制確保及び
緊急時対応（目
視による状況把
握）における留
意点ついて

10.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 － － 4.0 2.0 1.0 － － － － － － 1.0 1.0 1.0 1.0 － 1.0 － －

34.0 0.0 64.0

5 －

福
山
河
川
国
道

河
川

河
川
管
理
課

第
５
１
回
部
会

第
５
２
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
５
３
回
部
会

芦田川中流維持
工事

維
持
修
繕

－

（工事区間延長）
芦田川　Ｌ＝７．０km
高屋川　Ｌ＝５．９km
・除草工　１式
・雑工事　1式
・清掃工　1式
・植栽維持工　1式
・災対機械実運転点検
工　1式
・緊急時対応工　1式

芦田川の中流部は工事
範囲のほとんどが背後
に大きな資産を抱えた
有堤部であり、かつ大
部分が堤防天端を一般
道路として利用されて
いる。よって洪水時には
現地状況を充分熟知し
たうえで適切な河道内・
施設状況の把握が必要
となるため。

2
月
3
日

2
月
24
日

3
月
11
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ － 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －

緊急時（洪水）
の体制確保及び
緊急時対応（目
視による状況把
握）における留

意点ついて

10.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 － － 4.0 2.0 1.0 － － － － － － 1.0 1.0 1.0 1.0 － 1.0 － －

34.0 0.0 64.0

《　第５３回部会　》　　　【　入札後　（施工体制確認型）　】　　　技術提案の審査対象工事一覧表

No.

抽
出
工
事

事
務
所
名

事
業
種
別

担
当
部
署

審
査
対
象
工
事

工事名

工
事
種
別

不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
等
は

、

１

）
～
７

）
の

「
文
書
，
か
し
修
補
：
-
1
0
%
又

は

、
口
頭
：
-
5
%

」

ラ
ン
ク

①施工体制
評価点

参
加
資
格
通
知
日

工事概要 工事の特性
公
告
日

開
札
日

契
約
方
式

　
　
備
　
　
考

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

2 3

（
①
施
工
体
制
評
価
点
＋
②
加
算
点
－
③
減
点

）

【
　
合
計
　

】

（
　
合
計
　

）

２）企業の施工実績
技術提案内容

③
減
点

１）
～
６）

②加算点

1

１）技術提案
４）

施工
管理
体制

３）配置予定技術者の能力
５）
企業
の技
術力

６）地域精通度・貢献度

簡易型標準型



ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ）

(

公
告
前

)

(

入
札
前

)

(

入
札
後

)

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

施
工
体
制
確
認
型

地
元
企
業
活
用
促
進
型

性
能
機
能
向
上

コ
ス
ト
縮
減

社
会
適
応
性
に
関
す
る
技
術
的
所

見 工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
関
す
る
技
術
的
所
見

（
発
注
者

指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

（
受
注
者
抽
出

） 内容
加
算
点

内容
加
算
点

内容
加
算
点

当
該
工
種
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
G
C
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
技
術
者
表
彰

継
続
教
育
学
習

（
C
P
D

）
の
取
り

組
み

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

舗
装
施
工
管
理
技
術
者

有
用
な
新
技
術
の
活
用

地
域
内
に
お
け
る
本
支
店
営
業
所

の
有
無

近
隣
地
域
施
工
実
績

災
害
活
動
実
績

河
川
・
維
持
工
事
実
績

地
元
の
新
卒
者
の
雇
用

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動
の
実
績

社
会
保
障
制
度
へ
の
加
入

身
体
障
害
者
の
雇
用
の
有
無

高
齢
者
の
雇
用
の
有
無

（
　
合
計
　

）

《　第５３回部会　》　　　【　入札後　（施工体制確認型）　】　　　技術提案の審査対象工事一覧表

No.

抽
出
工
事

事
務
所
名

事
業
種
別

担
当
部
署

審
査
対
象
工
事

工事名

工
事
種
別

不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
等
は

、

１

）
～
７

）
の

「
文
書
，
か
し
修
補
：
-
1
0
%
又

は

、
口
頭
：
-
5
%

」

ラ
ン
ク

①施工体制
評価点

参
加
資
格
通
知
日

工事概要 工事の特性
公
告
日

開
札
日

契
約
方
式

　
　
備
　
　
考

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

2 3

（
①
施
工
体
制
評
価
点
＋
②
加
算
点
－
③
減
点

）

【
　
合
計
　

】

（
　
合
計
　

）

２）企業の施工実績
技術提案内容

③
減
点

１）
～
６）

②加算点

1

１）技術提案
４）

施工
管理
体制

３）配置予定技術者の能力
５）
企業
の技
術力

６）地域精通度・貢献度

簡易型標準型

6 －

八
田
原
ダ
ム

河
川

管
理
係

第
５
１
回
部
会

第
５
２
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
５
３
回
部
会

八田原ダム維持
工事

維
持
修
繕

－

・除草工　　　    １式
・堤防養生工　　１式
・伐木除根工　 １式
・清掃工          １式
・植栽維持工   １式
・水質浄化施設維持工
１式
・植生浄化施設維持工
１式
・法面工　　　　１式

当該工事には、主
工種となる除草工
が含まれているこ
とから、除草作業
における一般利用
者への配慮等安
全管理が重要で
ある。

1
月
26
日

2
月
21
日

3
月
9
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ － 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －
除草作業におけ
る安全管理に対
する技術的所見

10.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 － － 4.0 2.0 1.0 － － － － － － 1.0 1.0 － 1.0 － － 1.0 1.0

34.0 0.0 64.0

7

8

9

10



ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ）

(

公
告
前

)

(

入
札
前

)

(

入
札
後

)

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

施
工
体
制
確
認
型

地
元
企
業
活
用
促
進
型

性
能
機
能
向
上

コ
ス
ト
縮
減

社
会
適
応
性
に
関
す
る
技
術
的
所

見 工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
関
す
る
技
術
的
所
見

（
発
注
者

指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

（
受
注
者
抽
出

） 内容
加
算
点

内容
加
算
点

内容
加
算
点

当
該
工
種
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
G
C
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
技
術
者
表
彰

継
続
教
育
学
習

（
C
P
D

）
の
取
り

組
み

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

舗
装
施
工
管
理
技
術
者

有
用
な
新
技
術
の
活
用

地
域
内
に
お
け
る
本
支
店
営
業
所

の
有
無

近
隣
地
域
施
工
実
績

災
害
活
動
実
績

河
川
・
維
持
工
事
実
績

地
元
の
新
卒
者
の
雇
用

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動
の
実
績

社
会
保
障
制
度
へ
の
加
入

身
体
障
害
者
の
雇
用
の
有
無

高
齢
者
の
雇
用
の
有
無

（
　
合
計
　

）

1 ◎

福
山
河
川
国
道

道
路

道
路
管
理
第
二
課

第
５
３
回
部
会

福山管内街路樹
管理作業

造
園

Ａ
・
Ｂ

・植樹帯清掃
一式
・植樹・芝生管理
一式
・除草工
一式

福山市内中心部
の歩道部にある高
木及び尾道バイ
パス中央分離帯
部中低木の剪定
作業に際して、歩
行者又は自動車
への安全対策が
重要である。

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ －

2

3

4

5

１）
～
６）

②加算点

1

１）技術提案
４）
施工
管理
体制

３）配置予定技術者の能力
５）
企業
の技
術力

６）地域精通度・貢献度

簡易型標準型
　
　
備
　
　
考

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

2 3

（
①
施
工
体
制
評
価
点
＋
②
加
算
点
－
③
減
点

）

【
　
合
計
　

】

（
　
合
計
　

）

２）企業の施工実績
技術提案内容

③
減
点

ラ
ン
ク

①施工体制
評価点

参
加
資
格
通
知
日

工事概要 工事の特性
公
告
日

開
札
日

契
約
方
式

《　第５３回部会　》　　　【　公告前　（簡易型）従来方式　】　　　技術提案の審査対象工事一覧表

No.

抽
出
工
事

事
務
所
名

事
業
種
別

担
当
部
署

審
査
対
象
工
事

工事名

工
事
種
別

不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
等
は

、

１

）
～
７

）
の

「
文
書
，
か
し
修
補
：
-
1
0
%
又

は

、
口
頭
：
-
5
%

」



　　《　第５３回　》　審査対象業務件数（全体）

件

－ － － － 0 件

0 件

件6

－

－

方式／業務種別 －－
土建
コン －

①プロポーザル方式

4

1

0－

- 件

件-

－

－ － － －

－

公募型 －

簡易公募型

公募型

　評価項目・加算点の審査

【
公
示
・
依
頼
前

】

－

【
　
特
定
・
入
札
前
　

】

－

－

0

－ －－

－ －

1

－ -

－ －

－

方式／業務種別
件

　技術提案の審査　

－ － － － －

土建
コン

－

件

－

－

－

7 件

－ 0 件

0 件

－

－ 0－

－

1

－ －

－ －

－

－

－

4

－ 1 件

0

①プロポーザル方式

②総合評価落札方
式

－

簡易型

標準型

簡易型

－

発注者支援
公物管理　等

－

－ －

件

0 件

－ 1

件

1 － － －

公募型

簡易公募型

標準型

総合評価型
簡易公募型

標準型

総合評価型

標準型

簡易型

標準型

- － － － 件

②総合評価落札方
式

発注者支援
公物管理　等

標準型 1 - － －

簡易型 － - － － － 0 件

－ － 0 件

－ 0
公募型

標準型 － -

簡易型 － - 件

－

－ 0 件

－ 0－

－ －

簡易公募型
標準型 － -

審査対象業務一覧表　　　総括表

件

簡易型 － － － －



成
績
・
表
彰

資
格
・
実
績
等

成
績
・
表
彰

資
格
・
実
績
等

1 －

福
山
河
川
国
道

河
川

調
査
設
計
第
一
課

第
５
２
回
部
会

（
持
ち
回
り

）

第
５
３
回
部
会

芦田川下流
水環境改善
緊急行動計
画案等検討
業務

土
木
関
係
建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

１．計画準備
一式
２．清流ルネッサンスⅡ(変更）
フォローアップ　一式
３．次期計画（案）の検討
一式
４．流域対策啓発支援
一式
５．委員会等資料作成・運営
一式
６．河口堰モニタリング調査
一式
７．報告書作成
一式

2
月
28
日

4
月
1
日

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

（
標
準
型

）

総
合
評
価
型

－ － － － － － － － －

0

－ － - － －－

0

- - - －

0

－

0 0

5 15 - 30 - - - - - - - - - - - - - -

50

20 20 10

50

4

4

清流ルネッサンス
のこれまでの効果
検証の留意点につ
いて

24 24 -

48

次期清流ルネッサ
ンス策定にあたっ
ての着眼点につい
て

24 24 -

48 100

－

200

2

3

4

5

《　第５３回部会　》　　【　審査対象業務一覧（特定・入札前）　】

独
創
性

特定（評価）

（
小
計

）

特定（評価）
テーマ②

（
小
計

）

的
確
性

（
小
計

）

実施方針

業
務
理
解
度

実
施
手
順

そ
の
他

内容

的
確
性

実
現
性

独
創
性

（
小
計

）

資
格
・
実
績
等

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

照査技術者

資
格
・
実
績

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

管理技術者 担当技術者

資
格
・
実
績

成
績
・
表
彰

業
務
執
行
技
術
力

資
格
・
実
績
等

技
術
者
資
格
等

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得
状
況

成
績
・
表
彰

成
績
・
表
彰

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

業
務
実
施
体
制
の
妥
当
性

【
合
計

】

予定技術者

専
任
制

（
小
計

）

実
施
方
針

・
実
施
フ
ロ
ー

・
工
程
表

・
そ
の
他

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得
状
況

資
格
・
実
績
等

業
務
執
行
技
術
力

（
小
計

）

業
務
執
行
技
術
力

No

事
務
所
名

業務名

業
務
種
別

抽
出
業
務

公
示
・
提
出
依
頼

特
定
・
入
札

備
考

特定（入札）段階

技
術
者
資
格
等

技
術
者
資
格
等

特
定

（
評
価

）
テ
ー
マ
の
整
合
性

【
合
計

】

技
術
者
資
格
等

予定管理技術者の経験及び能
力

調
達
方
式

内容

事
業
種
別

担
当
部
署

公
示
・
提
出
依
頼
前

特
定
・
入
札
前

業務概要
技
術
登
録
部
門

参加表明者の経験及び能力

業
務
執
行
技
術
力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

（
文
書
－
５
，
口
頭
－
３

）

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

選定（指名）段階評価

成
果
の
確
実
性

資
格
・
実
績
等

遵
法
性

成
果
の
確
実
性

（
小
計

）

業務実施
体制

予定照査技術者の経
験及び能力

（
小
計

）

技
術
者
資
格

業
務
執
行
技
術
力

専
任
制

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

成
績
・
表
彰

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

（
小
計

）

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得
状
況

履
行
保
証
力

迅
速
性

地
域
貢
献
度

瑕
疵
担
保
力

全体

（
小
計

）

業
務
コ
ス
ト
の
妥
当
性

業
務
規
模
と
大
き
く
乖
離
が

有
る
場
合
は
非
特
定

特定（評価）
テーマ①

実
現
性



成
績
・
表
彰

資
格
・
実
績
等

成
績
・
表
彰

資
格
・
実
績
等

1 －

福
山
河
川
国
道

道
路

調
査
設
計
第
二
課

第
５
３
回
部
会

（
持
ち
回
り

）

福山管内道路整備
効果検討業務

土
木
関
係
建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

１．計画準備　　　　　　  　　一式
２．事業効果資料作成　　　一式
３．事業評価資料作成　　　一式
４．現状調査　　　　　　　　　一式
５．報告書作成　　　　　　　 一式

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

（
標
準
型

）

総
合
評
価
型

2 －

福
山
河
川
国
道

道
路

調
査
設
計
第
二
課

第
５
３
回
部
会

（
持
ち
回
り

）

福山管内交通量推
計検討業務

土
木
関
係
建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

１．計画準備　　　　　　  　　一式
２．現況再現性の確認　　　一式
３．将来交通量推計　　 　　一式
４．費用対効果分析　 　　　一式
５．報告書作成　　　　　　　 一式

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

（
標
準
型

）

総
合
評
価
型

3 ◎

福
山
河
川
国
道

河
川

調
査
設
計
第
一
課

第
５
３
回
部
会

（
持
ち
回
り

）

芦田川事業評価・
河道形状検討業務

土
木
関
係
建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

1.計画準備
2.現地踏査
3.現況河道の評価
4.費用対効果の算定
5.学識懇談会の準備・運
営支援
6.河川整備計画フォロー
アップとりまとめ
7.将来河道形状の検討
8.報告書作成

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

（
標
準
型

）

総
合
評
価
型

4 －

福
山
河
川
国
道

河
川

河
川
管
理
課

第
５
３
回
部
会

（
持
ち
回
り

）

芦田川目崎地区改
修計画検討業務

土
木
関
係
建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

１．設計計画
２．現地踏査
３．取水施設詳細設計
４．橋梁補強検討
５．安定河床形状の検討
６．施工計画及び仮設計
画
７．図面作成
８．数量計算
９．概算工事費
10．関係機関協議資料
作成
11．照査
12．報告書作成

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

（
標
準
型

）

総
合
評
価
型

5 －

八
田
原
ダ
ム

河
川

管
理
係

第
５
３
回
部
会

（
持
ち
回
り

）

八田原ダム暫定操
作規則検討業務

土
木
関
係
建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

１．計画準備　一式
２．基本事項の整理　一式
３．現行操作規則及び実運用管
理における課題抽出　一式
４．洪水調節方式の検討　一式
５．ただし書き操作方法の検討
一式
６．現行操作規則及び実運用管
理における課題検討　一式
７．報告書作成　一式

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

（
簡
易
公
募
型

）

総
合
評
価
型

《　第５３回部会　》　　【　審査対象業務一覧（公示・提出依頼前）　】

独
創
性

特定（評価）

（
小
計

）

特定（評価）
テーマ②

（
小
計

）

的
確
性

（
小
計

）

実施方針

業
務
理
解
度

実
施
手
順

そ
の
他

（
小
計

）

資
格
・
実
績
等

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

照査技術者

資
格
・
実
績

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

管理技術者 担当技術者

資
格
・
実
績

成
績
・
表
彰

業
務
執
行
技
術
力

資
格
・
実
績
等

技
術
者
資
格
等

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得
状
況

成
績
・
表
彰

成
績
・
表
彰

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

業
務
実
施
体
制
の
妥
当
性

【
合
計

】

予定技術者

専
任
制

（
小
計

）

実
施
方
針

・
実
施
フ
ロ
ー

・
工
程
表

・
そ
の
他

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得
状
況

資
格
・
実
績
等

業
務
執
行
技
術
力

（
小
計

）

業
務
執
行
技
術
力

No

事
務
所
名

業務名

業
務
種
別

抽
出
業
務

公
示
・
提
出
依
頼

特
定
・
入
札

備
考

特定（入札）段階

技
術
者
資
格
等

技
術
者
資
格
等

特
定

（
評
価

）
テ
ー
マ
の
整
合
性

【
合
計

】

技
術
者
資
格
等

予定管理技術者の経験及び能
力

調
達
方
式

内容

事
業
種
別

担
当
部
署

公
示
・
提
出
依
頼
前

特
定
・
入
札
前

業務概要
技
術
登
録
部
門

参加表明者の経験及び能力

業
務
執
行
技
術
力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

（
文
書
－
５
，
口
頭
－
３

）

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

選定（指名）段階評価

成
果
の
確
実
性

資
格
・
実
績
等

遵
法
性

成
果
の
確
実
性

（
小
計

）

業務実施
体制

予定照査技術者の経
験及び能力

（
小
計

）

技
術
者
資
格

業
務
執
行
技
術
力

専
任
制

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

成
績
・
表
彰

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

（
小
計

）

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得
状
況

履
行
保
証
力

迅
速
性

地
域
貢
献
度

瑕
疵
担
保
力

全体

（
小
計

）

業
務
コ
ス
ト
の
妥
当
性

業
務
規
模
と
大
き
く
乖
離
が

有
る
場
合
は
非
特
定

特定（評価）
テーマ①

実
現
性

内容

的
確
性

実
現
性

独
創
性



資格要件 専門技術力 情報収集

技術者資格等 業務執行技術力 地域精通度

1 －

福
山
河
川
国
道

河
川

河
川
管
理
課

第
５
０
回
部
会

第
５
２
回
部
会

（
事
後
報
告

）

芦田川積算技術業務

土
木
関
係

建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

河川管理課より発注する工事につい
て、設計書の作成（工事発注用図面、
数量総括表（数量計算書）、積算資料、
積算データ等）を支援し、当該事務所に
おける工事発注を円滑に行う事を目的
とする。

1
月
18
日

2
月
28
日

標
準
型

一
般
競
争
入
札

総
合
評
価
落
札
方
式

5.0 5.0 5.0

15.0

5.0

5.0

10.0 20.0

30.0

品質を確保・向上するための体制及び照査方法(ミス防
止を含む)について

20.0 10.0 30.0

30.0 80.0

2 －

福
山
河
川
国
道

河
川

河
川
管
理
課

第
５
３
回
部
会

芦田川河川積算技術業
務

土
木
関
係

建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

河川管理課より発注する工事につい
て、設計書の作成（工事発注用図面、
数量総括表（数量計算書）、積算資料、
積算データ等）を支援し、当該事務所に
おける工事発注を円滑に行う事を目的
とする。

標
準
型

一
般
競
争
入
札

総
合
評
価
落
札
方
式

3

4

5

参
加
資
格
通
知
日

評
価
型

入
札
契
約
方
式

（
合
計

）

テーマ内容
的
確
性

（
計

）

本業務における留意点

技術提案

（
小
計

）

事
務
所
名

業
務
種
別

No
公
告
前

参
加
資
格
通
知
前

抽
出
案
件

事
業
種
別

担
当
部
署

業務概要

実施方針

（
小
計

）

業
務
理
解
度

管理技術者

平
成
1
3
年
度
以
降
の

同
種
又
は

、
類
似
業
務

の
実
績
内
容

予定担当技術
者の経験

予
定
担
当
技
術
者
の

専
門
技
術
力

（
小
計

）

公
告
日

《　第５３回部会　》　　【　審査対象業務一覧（公告前）　】　　発注者支援業務

業務名

実
現
性

実
施
体
制

平
成
1
3
年
度
以
降
の
同

種
又
は
類
似
業
務
の
当
該

事
務
所
周
辺
で
の
業
務
実

績

予定管理技術者の経験及び能力

（
小
計

）

備考

評価項目／着目点

技
術
者
資
格
等

、
そ

の
専
門
分
野
の
内
容

不落札のため、再公告
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